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Abstract Geographical variation of Papilio lorquinianus Felder (C.) & Felder (R.) from the 
Moluccas, Indonesia, was reviewed and a new subspecies, Papilio lorquinianus boanoensis ssp. 
n., from the island of Boano, off the coast of western Seram, was added. 
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モル ッ カ 諸島 か ら ニ ュー ギニア 西部 に か け て 分 布 す も へ リボ シア オ ネ ア ゲス Papilio lorquinianus 
Felder (C.) & Felder (R.) は 現在 6 亜 種 に 区 分 され , これ ら の うち モル ッ カ 諸島 に は 次 の 4 亜 種 が 知 
られ る (Parrot, 1985). 

l. ssp. lorquinianus Felder (C.) & Felder (R.), 1865 (Halmahera) 

2. ssp. gelia Jordan, [1909] (Bachan) 

3. ssp. philippus Wallace, 1865 (Seram) 

4. ssp. esmeae Parrot, 1985 (Morotai) 


以上 の 4 亜 種 は は ニュ ー ギ ニア 西部 の 2 HE albertisi Oberthür, dewaro Joicey & Talbot & 3323E, 
BEAM, 性 標 な ど に 一 定 の 形態 差 が 認め られ , 本 種 を 2 つの 地理 的 変異 群 に 分 割 し た 場合 の 一 方 の 均質 集 
団 を 代表 する も の と 考え て よい . 両 群 は 次 の よう な 簡単 な 検索 で 明瞭 に 区 分 され る . 


1. 前 燃 學 表 の 青色 部 は 緑色 味 た 乏しく, 外 方 辺 緑 は 著しく 波 曲 する . 性 標 の 発達 が 良く , 第 1b 脈 上 , 
第 2 室 , 第 2,3 脈 上 お よび 第 4 脈 上 に 出現 し , 第 lb 脈 - 第 3 脈 で は 個々 が 融合 また は 接触 する 

eee Æ) yv h ERF 

- HAARO E BEB SRB OSB , 外 方 辺 縁 は 小 凹 凸 が ある も の の 直線 状 に 近い . 〆 性 標 は 未 発達 , 
第 lb, 2, 3 脈 上 に 出現 する が , 第 1b 脈 上 の それ は 痕跡 的 , 第 2, 3 脈 上 の 個々 は 互い に 接し な い 

TL unc ニュ ー ギ ニア 西部 亜 種 群 


モル ッ カ 諸島 の 4 亜 種 は 互い に 近似 し た 諸 特徴 を も る つが, すく な く と も 3 亜 種 は 次 の よう な 検索 で か ろ 
うじ て 識別 可能 で ある . 


1. 前 後 超 基 半 部 の 青 緑色 鱗 は 金色 味 を 帯び , 亜 外縁 の 斑紋 列 も る ほぼ 同様 な 色調 を も つ . BIZ AEST 


青 緑色 部 は 外 方 に よく 発達 し , 平均 的 な 個体 で は その 領域 は 中 室 端 外 方 に 至る …………… esmeae 
- BU XQ AECE HOO EEEKCS ERU RERUR EOT, MRO BUG L3 ALIS6eg IA. MAE 
部 の 青 緑色 部 は や や 狭く , A OSRAM OX UIgvesadod dCERES6 2 
2. BUXLAECE DO S ERG EmO 5 Dd PF DNC BD eeeeeeeeeeeeeee lorquinianus 
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Fig.1 Papilio philippus shown by Wallace (after Wallace, 1865). 


- WümickmodgiesduqpsmegxpEmS-, 外 方 の 黒色 部 は 幅広 い eeeeseseeeeeeeeeee gelia 


EH lorquinianus と gelia の 差異 は や や 微妙 で あり , 多数 の 個体 の 中 に は 今回 の 簡単 な 検索 で は 識別 し 
に くい も の も 含ま れる . 


モル ッ カ 諸島 の も ふう ひと つの 亜 種 philippus は セラ ム 島 か ら 記 載 さ れ た が , 近年 同島 か ら は 大 量 の 昆虫 
標本 が か もたらさ れ て いる に も ゃ か か わら ず , 大 弄 美 故 種 に 属す る 本 種 が 含ま れ て いな い の は 気 に か か る . 
よ は と 個体 数 が 少な い の か ある い は 局 地 的 な 分 布地 を も つの で あろ うか . い ずれ に せよ 他 地 域 の 状況 を 
考慮 する と 判断 に 苦し む 現 象 で ある . 

筆者 は 英国 自然 史 博 物 館 に 保管 され て いる philippus の 模式 標本 (syntypes) を 検討 する 機会 に は 恵 
まれ な い が , 幸い , 原 記載 に は 極め て 精巧 な 図 (Fig. 1) が 併 載 され て いる の で , これ を も と に 本 亜 種 に 
た いす る 筆者 の 見 解 を 述べ , あわ せ て その 後 の 進展 に つい て ぁ ふれ て お く . 


Wallace (1865) の 原 記載 は , “Papilio philippus” な る 新種 の 記述 に 終始 し た も の で , 大 半 の 記載 事項 は 
本 種 の 今日 的 な 地方 変異 を 包括 し た 総合 的 な 特徴 その も る の で ある . 当時 の 状況 は , 後 年 基 亜 種 と な る 
lorquinianus が 直前 に 記載 され て いた 経緯 も る あり, Wallace に は 本 種 の 地理 的 変異 に 関す る 予測 も , そ 
れ を 追求 する た め の 標 本 資料 も 決定 的 に 不足 し て いた と いえ る . し た が っ て , 記載 事項 の み で は 
“philippus” の 他 地 域 産 か ら の 独自 性 は つか みにくい . また , 基 産 地 に 関す る 記述 も $ “Moluccas” と 表示 
され て いる の み で , 記載 文末 の 注記 こ は , セラ ム 島 産 (My specimen from Ceram is... と ある の で 単 
一 個体 と 考え られ , 図示 され た 標本 は この 個体 に 基づく も の と 想定 され る ) と バチ ャ ン 島 産 と が ある と 
HS, Wallace i3 7 4 Ej E72 3 “philippus” の 名 称 を 提示 し た わけ で は な い . し か し , HERB 
の 青 緑色 鱗 の 色調 , 発達 程度 が 異な る こと を 言及 し て いる 点 は 見 逃 せ な い . 

も どっ て , 図示 され た 個体 の 特徴 を 前 記し た 亜 種 の 検索 こし あてはめる と , BBs RAEL 
TURED 


Rothschild (1895) は Wallace AK 35 T “philippus” に ふれ , 重要 な 知見 を 残し て いる そ れ は , 
Wallace の 記載 文 お よび 図 よ り 原 名 亜 種 に た いす る 本 名 称 の 位置 付け を 行い , Wallace と は 別 経路 で 
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Figs.2-7. 2. Papilio lorquinianus boanoensis ssp. n. “, holotype, 3. Ditto, c, 
paratype, 4. P. lorquinianus gelia, 3 (Seram?), 5. P. lorquimianus lor- 
quinianus, の | (Harmahera), 6. P. lorquinianus gelia, ^ (Bachan), V. P. lor- 
quinianus esmeae, # (Morotai). 
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入手 し た と 考え られ る セラ ム 島 産 の 1 の を 基 に し た 新規 の 記述 を 行っ た 点 に ある . そして, 結論 と し て , 
Wallace の philippus の 担い 手 を セラ ム 島 産 (の 1) に 限定 し , バチ ャ ン 島 産 (命名 規約 上 で は この 
標本 も syntypes の 一 員 ) を 原 名 亜 種 と 認定 し た . し か し , 同時 に "(Wallace の ) タイ プ 標 本 は 紛失 し た 
らし い ”"* と 記し て いる こと と か ら も 判然 と する よう に , 彼 は Wallace の syntypes の いずれ も $ も 実 見 し て 
お ら ず , こうした 一 連 の 行為 は philibbus を 固定 する た め の 有 効 な 手段 ( 後 模式 の 指定 ) と みる と と は 
CET. 

ここ と で, Wallace の 示し た philippus の 図 と 原 名 亜 種 (の 多数 の 標本 ) と は 見 事 な 一 致 を 見 せる に も 
か か わら ず , RARE ABEL philippus の 関係 に 固執 し , むし ろ 斑 紋 に 差 の ある バチ ャ ン 島 産 を 
あえ て 原 名 亜 種 に 組み 込ん だ の か と いう 疑問 が 生じ る . 彼 は 後に 別 亜 種 と し て 区 分 され る ハル マム ラ 島 
E ( 原 名 亜 種 ) と バチ ャ ン 島 産 (gelia) の それ ぞ れ 4 1 キキ ずつ を 比較 対象 と し て 記述 を 進め て いた た 
め に , と も する と 暗 化 傾向 の 強い バチ ャ ン 島 産 と いく ぶん 青 緑色 部 に 変異 の ある ハル マ ヘ ラ 島 産 と の は 
ざま で 単純 な 誤解 を と 生じ た の か も し れ な い . 

いずれ に せよ , philippus の 模式 が 固定 され て いな いこ と と は 明らか で , と こと で は 今後 の 後 模式 の 指定 い 
か ん に よっ て は , バチ ャ ン 島 産 の gelia の 有効 性 に まで 影響 する 問題 を は らん で いる こと を 指摘 し て お 
きた い , 


この 時 点 で は , モル ッ カ 諸島 の 本 種 の 地理 的 変異 に つい て 今日 的 な 亜 種 区 分 が な され て いた わけ で は な 
v. それ は , 上 述 し た よう に ハル マ ヘ へ ヘラ, テル ナ テ 両 島 産 と バチ ャ ン 島 産 と の 差異 が 明確 に 表現 され て 
いな か っ た 点 に 表 わ れ て いる . 

Jordan [1909] は , バチ ャ ン 島 産 の 前 次 中 室 端 の 黒色 部 が 幅広 く , 中 室外 方 に 青 緑色 鱗 斑 の 出現 し な 
いこ と に 注目 し , JEE gelia を 記載 し た . これ で モル ッ カ 諸島 に お ける 本 種 の 地理 的 変異 の 基礎 が 築 
か れ た こと に な る が , MO “philippus” に つい て の 処 過 が 解決 し た わけ で は な か っ た . Jordan は セラ 
AED philippus に つい て は , 青 緑色 の 斑紋 群 は 原 名 亜 種 よ り 拡 大 し , より 緑色 味 を 帯び , AROR 
色 亜 外縁 帯 お よび 前 次 裏 面 の 灰色 亜 外縁 帯 は より 狭い , と 記し て いる . 残念 な が から これ だ け で は は っ き 
り し た 特徴 が 提示 され た も の と は 言い 難い . 記述 の 末尾 に “very rare’? と し て ある こと と か ら も 推定 で き 
る よう に , Jordan が 記述 に 用 いた 標本 は 新規 に 得 り られ た も の で は な く , 先 に 記し た Rothschild ュ レ ク . 
ショ ン (の 1 〆) に 基づく も の と 考え られ る . 


先述 し た よう に , 本 種 の セラ ム 島 か ら の 正確 な 記録 は その 後 知 られ て いな い が , 近年 , 同島 産 と され る 
標本 (うち 1 例 を Fig. 4 に 図示 ) を 2 例 実 見 し て いる . それ ら は 明らか に gelia に 同定 され る べき も の 
T, も ちろ ん Wallace の 図 と も Rothschild の いう セラ ム 島 産 に あて た philippus の 記述 と も 一 致し な 
v. くり か えす が , セラ ム 島 に 本 種 の 分 布 を 示す 痕跡 が 極め て 希薄 な 現状 は さて お いて も , 過去 の 記述 
を 総合 し て も 同島 に gelia に 代表 され る 変異 群 の 存在 を 認め る 事実 は 皆無 で ある . と うし た 状況 か ら , 
少な く と も 上 記 の 2 例 は その 出所 に 疑念 の も た れる と ころ で ある . 


以上 の 本 種 の 地域 変異 と 簡単 な 研究 史 か ら , 名 称 philippus Wallace の 非 固定 性 と セラ ム 島 に お ける 集 
団 の 実在 性 に 問題 か ある こと を 指摘 し た . 


最近 , 同島 西部 の 沖 に 位置 する 離島 , ボア ノ 島 か ら 本 種 が 発見 され , セラ ム 本 鳥 で の 分 布 の 可能 性 が 強 
まっ た . 同 小島 の 個体 群 は , 予測 的 に は philippus の 記載 に 一 致す る も の と 思わ れ た が , 標本 を 実 見 す 
る と , 巡 知 の モル ッ カ 亜 種 群 の どの 集団 と も 異な る 特徴 を 有 し て いる こと が 明らか と な っ た . この ボア 
ノ 島 産 の 新た な 集団 に つい て は , 次 に 新 名 を 与え る . 


* Rothschild が 行方 不明 と し た Wallace の 標本 は = ニューギニア の チョ ッ の 研究 で 著名 な 了 . J. Joicey 
に 購入 され , 現在 は 英国 自然 史 博 物 館 に 保管 され て いる は ず で ある 。 
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Papilio lorquinianus boanoensis Kariya, ssp. n. ( 新 亜 種 ) (Figs. 2-3)) 


d^. BSE 54-57 mm. 前 期 期 頂部 お よび 後 角 は ほか の どの 亜 種 よ り も 角 ば る . 後 次 外縁 の 波 曲 は 弱い . 
次 表 の 青色 部 は よく 発達 し , 前 閉 で は 中 室 端 を 越え て 広がる . 色調 は 緑色 味 を 帯び た 青色 で 原 名 亜 種 や 
gelia と ほぼ 同様 . 前 次 の 性 標 は モル ッ カ 諸島 の 各 亜 種 し と は まっ た く 異 な り , 第 1b 脈 上 で は 痕跡 的 と な 
り , 第 2-4 脈 上 の 個々 は それ ぞ れ 独立 し , ニュ ー ギ ニア 西部 の 亜 種 群 の それ に 似る . 

完 模 式 標本 . J, Boano I., the Moluccas, Indonesia, i. 1992, 国立 科学 博物 館 所 蔵 . 副 模式 標本 , 7 
c 1 キ , 同 地 同 日 付 , 筆者 お よび 下 郡 幸夫 氏 所 蔵 , 


本 新 亜 種 は , 前 次 表 基 半 部 の 色調 お よび その 人 外 方 辺 縁 の 形状 で モニ ュー ギニア 西部 亜 種 群 か ら , 性 標 の 
形状 で モル ッ カ 亜 種 群 か ら 容 易 に 区 別 で きる . 
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Summary 


Papilio lorquinianus Felder (C.) & Felder (R.) has so far been divided into 6 subspecies, of which 
2 are west Irian, albertisi Oberthür and dewaro Joycey & Talbot, and 4 are Moluccan, viz. 
lorquinianus (Halmahera), gelia Jordan (Bachan), philippus Wallace (Seram) and esmeae Parrot 
(Morotai). Among them, philippus Wallace, 1865 was described from Seram and Bachan and the 
figure accompanied with the original description seems to be drawn from the Seram specimen. 
The figured specimen well matches the nominotypical form. Rothschild (1895) applied the name 
philippus to the Seram specimens and recognized the population from Bachan as the nominotypical 
subspecies, although he did not fix the nominal taxon philippus in the modern sense of nomencla- 
ture. He stated that the syntypes of philippus had probably been lost, and his conclusion on 
philippus was introduced upon 1 @ from Seram other than syntype. Jordan [1909] described gelia 
from Bachan and also redescribed philippus. But his philippus is considered to be not based on the 
newly obtained material but on the specimen(s) of the Rothschild collection. Recently I examined 
2 males of this species from Seram through a butterfly dealer and confirmed that they do not match 
neither the figure of original description of philippus by Wallace nor the descriptions by Rothschild 
(1895) and Jordan [1909], and that they are referable to gelia. These facts show that the Seram 
population of this species is very obscure (specimens of Wallace, Rothschild and mine are all 
different from one another in appearance). In this paper I pointed out non-fixation of the name 
philippus and low possibility of the presence of this species in Seram. 
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Papilio lorquinianus boanoensis Kariya, ssp. n., was here described from Boano Island, off the 
coast of western Seram. dc. Length of forewing 54-57 mm. In forewing, the apical and tornal 
angles are less rounded than in the other races, and in hindwing the outer margin is weakly sinuate. 
On the upperside of forewing, the greenish blue area is well developed, extending a little beyond 
the end of the discoidal cell, and the hairy streaks are separate on the veins 2-4, obsolete on the 
vein lb as in the west Irian races. Holotype, @, Indonesia, the Moluccas, Boano I, i. 1992 
(preserved in the National Science Museum, Tokyo). Paratypes, 7 〆 1 $, the same data as 
holotype, preserved in Mr. Y. Shimogori's and my collections. This new subspecies is easily 
distinguished from the west Irian races by the coloration of greenish blue area on the forewing 
above and the shape of its outer margin, and from Moluccan races by the less developed hairy 
streaks as in the west Irian races. 

(Accepted August 2, 1992) 
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